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　はじめに

マンボウ科魚類Molidaeは世界でヤリマンボウ

属 Masturus，マンボウ属 Mola，およびクサビフ

グ属 Ranzaniaの 3属が知られており（Eschmeyer, 

2016），日本近海にはヤリマンボウ Masturus 

lanceolatus (Liénard, 1840)，クサビフグ Ranzania 

laevis (Pennant, 1776)，ウシマンボウ Mola sp. A，

およびマンボウ Mola sp. Bの 4種が分布する（波

戸岡・萩原，2013）．

これまでヤリマンボウは日本国内において本

州・九州の日本海沿岸と本州の太平洋沿岸，小笠

原諸島兄島，琉球列島（口永良部島および沖縄島），

ならびに南大東島から記録されていた（波戸岡・

萩原，2013；中坊・池田，2015）．2015年 2月 12

日に鹿児島県奄美大島竜郷町喜瀬の海岸に迷入

し、その後、同海岸に打ちあがったヤリマンボウ

1個体が採集された．本標本は鹿児島県における

ヤリマンボウの 2例目の記録となるとともに奄美

群島からの初めての記録となるため，ここに報告

する．

　材料と方法

Fig. 1に示した部位をノギスを用いて 0.1 mm

単位で計測した．背鰭，臀鰭，舵鰭，および胸鰭

の軟条を計数した．ヤリマンボウの生鮮時の体色

の記載は，奄美大島産の 1 標本（KAUM–I. 

77777）の打ち上げ後のカラー写真と冷凍後のホ

ルマリン固定前に撮影されたカラー写真に基づ

く．標本の作製，登録，撮影，および固定方法は

本村（2009）に準拠した．本報告に用いた標本は，

鹿児島大学総合研究博物館に保管されており，上

記の生鮮時の写真は同館のデータベースに登録さ

れている．本報告中で用いられている研究機関略

号は以下の通り：KAUM－鹿児島大学総合研究

博物館；KPM-NR－神奈川県立生命の星・地球

博物館　写真資料データベース；WMNH-PIS-

WW－和歌山県立博物館池田魚類コレクション．
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Fig. 1. Morphological parameters for the measurements of 
specimen of Masturus lanceolatus. 1, total length; 2, standard 
length; 3, body depth; 4, total body depth; 5, snout length; 6, 
eye diameter; 7, pre-orbital length; 8, gill opening depth; 9, 
head bump length; 10, pre-dorsal-fin length; 11, pre-anal-fin 
length; 12, dorsal-fin height; 13, dorsal-fin base length; 14, 
anal-fin height; 15, anal-fin base length; 16, clavus height; 17, 
clavus base length; 18, pectoral-fin height.
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　結果と考察

Masturus lanceolatus (Liénard, 1840)

ヤリマンボウ　（Figs. 2–3）

 標本　KAUM–I. 77777，全長 494.4 mm，標準

体長 411.4 mm，鹿児島県奄美市笠利町喜瀬の砂

浜（28°25′55′′N, 129°39′30′′E），2015年 2月 12日，

波打ち際に迷入したのち打ち上げ，水深 0.5 m，

平　義光・栄　美喜代．

記載　背鰭条数：21；臀鰭条数：18；舵鰭条数：

18；背鰭＋臀鰭＋舵鰭条数 57；胸鰭条数 10．

体各部測定値の標準体長に対する割合（%）：

体高 61.3；全体高 126.9；吻長 15.3；眼径 7.2；眼

後長 13.8；鰓孔高 7.4；頭部凸部長 16.4；背鰭前

長 79.9；臀鰭前長 81.8；背鰭高 40.0；背鰭基底長

25.6；臀鰭高 37.0；臀鰭基底長 22.6；舵鰭高

21.0；舵鰭基底長 49.7；胸鰭長 13.1．

体は卵形で，著しく側扁する．体と舵鰭は歯

状突起が密集するゴム様の厚い皮膚で包まれてい

る．鰓孔は半円形で小さく，肉厚の皮弁に覆われ

Fig. 2. Defrosted specimen of Masturus lanceolatus. KAUM–I. 77777, 494.4 mm total length, 411.4 mm standard length, stranded on a beach 
at Kise, Kasari, Amami-oshima island, Kagoshima Prefecture, Japan.
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る．鰓弁は細長いフィラメント状．体高は胸鰭後

端やや後方で最大となる．体背縁は吻端から眼前

域にかけて体軸に対してほぼ垂直で，眼の直上ま

でほぼ 45°となり，背鰭起部にかけてゆるやかに

湾曲する．体腹縁は下顎から臀鰭起部まで緩やか

に湾曲し，肛門付近でやや凹む．鼻孔は 2対で前

後に位置する．鼻孔には皮弁がなく，両鼻孔とも

に円形．口は円形に開き，歯は嘴状に癒合する．

眼は円形で鰓孔とほぼ同大．胸鰭より小さい．両

眼間隔は膨らむが，前後方向に長い菱形の平たん

部がある．

背鰭および臀鰭の起部は体の後方に位置し，後

端は舵鰭と接続する．両鰭の先端より後方の軟条

は細かく分枝する．背鰭基部の長さは臀鰭基部の

長さよりわずかに長い．胸鰭は円形で第 5軟条が

最長．第 3軟条より後方の軟条は細かく分枝する．

腹鰭はない．舵鰭は中央よりやや上方で後方に突

出する．

色彩　体の地色は銀白色で，背側の ¼，背鰭

全体，舵鰭は墨色（Fig. 2）．打ち上げ後では胸鰭

基底から臀鰭起部より後方の体側が薄墨色（Fig. 

3）．体側中央の胸鰭より後方には大小の赤褐色斑

が点在する．打ち上げ後では赤褐色斑がより明瞭

で，薄い斑紋が頭部腹面にも点在する．眼の周辺

および眼前域から吻部は灰色．胸鰭は茶褐色．臀

鰭基底および舵鰭の突起より下には茶褐色で舵鰭

には小さな銀白色斑が点在するが，舵鰭下部では

斑紋同士が接続することで虫食い模様を形成す

る．打ち上げ後では銀白色斑がより明瞭．

分布　世界中の温帯・熱帯海域に生息するが

正確な分布に関する知見は少ない（波戸岡・萩原，

2013）．日本国内では，宮城県，茨城県北部，千

葉県館山湾，三浦半島，伊豆諸島，駿河湾，和歌

山白浜・印南といった本州太平洋沿岸域，および

秋田県，新潟県，若狭湾，鳥取県，隠岐，島根県，

山口県，五島灘といった本州から九州の日本海沿

岸域，ならびに口永良部島，奄美大島，南大東島，

沖縄島といった島嶼からの報告がある（波戸岡・

萩原，2013；中坊・池田，2015；本研究）．また，

本種の仔魚が小笠原諸島兄島（KPM-NR 55481）

から記録されている．

備考　本標本は，胸鰭が丸いこと，舵鰭の中

央部が突出すること，体が卵形であることなどの

特徴により，M. lanceolatusと同定された．本種

を日本から初めて報告したのは岡田・松原（1938）

であり，彼らは和名ヤリマンボウを提唱するとと

もに本種の国内における分布を福岡とした．その

後，松原（1955）は，M. lanceolatusと M. oxyuro-

pterus (Bleeker, 1873)の形態や骨格系を比較して

両種を別種とした Fraser-Brunner (1951)の見解に

従い，M. lanceolatusと比較して舵鰭が突出しな

い特徴をもつ M. oxyuropterusに対して和名トン

ガリヤリマンボウを提唱した．しかし松浦（1984）

は，これら 2種を図示しつつもヤリマンボウ M. 

lanceolatus と ト ン ガ リ ヤ リ マ ン ボ ウ M. 

oxyuropterusが同種である可能性が強いことを指

摘した．その後，Tortonese (1986)は詳細な比較

はおこなっていないもののトンガリヤリマンボウ

M. oxyuropterusをヤリマンボウ M. lanceolatusの

新参異名として扱った．波戸岡・萩原（2013）は

これに従っている．澤井ほか（2015）は，舵鰭が

突出する個体と突出しない個体のミトコンドリア

DNAを用いた系統解析と形態比較をおこない，

Fraser-Brunner (1951)によって定義された両種の

識別的特徴がヤリマンボウ属を分類するうえで有

効でない可能性を示した．本研究でも，Tortonese 

Fig. 3. Fresh specimen of Masturus lanceolatus just after 
collected. Same individual with Fig. 2. Photo by M. Sakae.
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(1986)や澤井ほか（2015）の見解に従い，奄美大

島 か ら 得 ら れ た 標 本 を ヤ リ マ ン ボ ウ M. 

lanceolatusと同定した．

これまでヤリマンボウは，日本国内において

本州・九州の日本海沿岸および本州の太平洋沿岸

域，ならびに小笠原諸島（兄島）と琉球列島（口

永良部島および沖縄島），南大東島から記録され

ていた（波戸岡・萩原，2013；中坊・池田，

2015）．したがって，これまで奄美大島において

は標本に基づく記録はない．このことから，本報

告の鹿児島県奄美大島から得られた調査標本は，

鹿児島県において大隅諸島口永良部島につづく 2

例目の記録となるとともに，奄美群島からの初め

ての記録となる．

Liu et al. (2009)は，台湾東部において採集され

た標準体長 380–1950 mmのヤリマンボウ 265個

体を用いて本種の年齢と成長について明らかにし

た．Liu et al. (2009)によって示された本種のフォ

ンベルタランフィの成長曲線に奄美大島産の標本

の標準体長（411.4 mm）を代入すると，本標本は

1–2歳の個体であると推定された．本種の最高齢

は 23歳であり (Liu et al., 2009)，奄美大島から得

られた標本は若齢個体であるといえる．
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